
は、令和３年3月28日（日）から鉄道が高架に切り替わり、新駅舎の一部も

利用が開始されました。新駅舎は「温 故 知 新」～歴史に寄添い発展する街～というデザイン

コンセプトのもと、野田市の近代化産業遺産を象徴するような建築物正面を形成し、レンガ要素

を施してノスタルジック（遠い懐かしさ）を表現しています。新駅舎はまだ２期施工中ですが、

エレベーターやエスカレーター等の設置によりバリアフリー化が図られています。

1911年(明治44年) 5月 9日 千葉県営軽便鉄道 野田線（※）

野田町駅～柏間 開通

1923年(大正12年)  8月 北総鉄道へ譲渡
1929年(昭和 4年) 9月 野田町駅～清水公園駅間 開通

駅舎位置を現在地に移転
1929年(昭和 4年)11月 北総鉄道が総武鉄道へ社名変更
1944年(昭和19年) 3月 総武鉄道が東武鉄道に吸収合併

東武鉄道野田線となる
1950年(昭和25年) 5月 野田町駅から

野田市駅へ駅名改称

2021年(令和 3年) 3月28日 鉄道高架運用開始（開通110年目）
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建設中の野田市駅の東側（下り線ホーム側）
がオープン（展望）しているのは、今だけ！

鉄道の高架運行は開始しておりますが、
２期施工として下り線ホーム側（駅舎東側）

の工事が継続中です。

停車中の車両全体が見渡せる貴重な光景

人のつながりが
まちを変える

みんなでつくる
学びと笑顔あふれる
コウノトリも

住めるまち

野田市

東武鉄道野田線 野田市駅の沿革

（※）当広報紙№10初版にて、『千葉県営鉄道 野田線』と記載しておりましたが、
正しくは『千葉県営軽便鉄道 野田線』です。おわびして訂正させていただきます。



東武線に乗っておでかけ

おまつり ワッショイ！！

興風会館 みんなのまめバス

東武線とコウノトリ 野田のえだまめ

中央小学校代表作品 愛宕駅西側歩行者通路沿
いフェンス壁面において、
野田市の将来を担う小学生
たちが描いた絵画作品を展
示しております。

野田市ホームページ内の
駅前美術館『 バーチャル
ギャラリー 』でも掲載して
おりますので、小学生が
一生懸命描いた素敵な作品
を、ぜひご覧ください。

清水台小学校代表作品 宮崎小学校代表作品

野田市役所
愛宕駅周辺地区
市街地整備事務所
☎04-7189-7048

野田市バーチャルギャラリー

樹皮
ヒマラヤスギ

上り線ホームにて
上り線・下り線を暫定運行しています。

令和３年度の新たな作品が加わり、駅前美術館に展示されます。

なかよしなコウノトリかっこいい おみこし みんなの まめバス

清水公園 金乗院 水辺のコウノトリ

空をとぶコウノトリ 野田市のこうのとり

楽しい！大好き！モリの遊園地

みんなでえだまめ みりょくがいっぱいの野田市

鳥がいっぱい じまんの櫻木神社

お問い合わせ：
野田市 都市整備課

ＴＥＬ：04-7123-1647

昭和４年の野田町駅の駅舎完成時から

共に歴史を刻んだヒマラヤスギ
現在、丸太断面での展示に向けて樹皮
を剥がし、木材を乾燥させております。
この剥がした樹皮の処分については、
希望する方がいるのであれば、販売等
も含めた対応も検討しております。

赤色

※樹皮について、
希望する方がおりません
でしたので、処分させて
いただきました。
（令和４年１０月追記）


